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Ｉ慨,要

アオダパKＰａｒａｃａｅｃｉｏｃａｅｒｕｌｅｕｓ（KATAYAMA)〕の分布域は，東京都八丈島

を北限として，本州太平洋沿岸を経て沖縄に及んでいるようである。松原]｡)ト阿部")らによる
と，八丈島，和歌山県沖，高知県沖に分布しているとされているが，その分布はより底い。

東京都中央卸売市場における出荷地の調査結果と，当試験場の日本各地の農林省地方農政局

統計調査事務所にアオ銭ｲの水場状況の照会結果からみると〆伊豆諸島近海を除く関東以南太

平洋沿岸におけるアオダイの分布域は紀伊半島沖，四国沖，九州太平洋沖であって，日本海沿

岸および関東以北の太平洋岸には分布していないＪまた別の調査によれば沖縄においては，方

言「シチューマチ」とよばれ，底魚釣によりかなりの数量が水場されていることから分布範囲

に含まれることは明らかである。

全国的な水揚高についてみると，農林統計の指定品目外どじ`て敢叛わ荘ろたあ木崩ぞあるが，
Ｙ：東京都中央卸売市場の昭和４７年までの最多取扱年は，昭和５９年で２７０トン，６５Ａ百万円，

平均単価２５４円／k,，昭和４５年で２２６トン，１０２百万円，平均単価４５５円／k9とな

っている。東京都中央卸売市場への多量出荷地は，表－１に示すように東京，静岡，鹿児島，

長崎の四都県で市場取扱高の９０％をしめている。東京，静岡から出荷されるものは,:そのう

ちの約５０９６を占めているか,その主漁場は伊豆諸島に集中している。東京市場での取扱高は，

ｒｉ季節的に変動（図－１）を示し，９月～↑↑月にピークがある。なお同市場での卸売単価の季

‘

､

（卜

１
０
－
］

５

表－４Ｌ東京都中央卸売市

場におけるアオダイ出荷

地別平均取扱高

（始和５８～４７年単位k,）
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図－１東京都中央卸売市場におけるアオダイ取扱

高の季節変動
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節変動は，季節指数で９５．２～１２１，８でほぼ安定している。これらのことからも分るように，

分布域の北限とされる本州中部，とくに伊豆諸`島の漁場価値は高いとふられる。伊豆諸島漁場

では，本魚種は，ハマダイ，ヒメダイ，メダイ等と共に底魚類を対象とした釣の主要漁獲物と

して水場されている。

これらのことからみるとアオダイ資源は,=伊豆諸島を主漁場とする底魚漁業にとって，決し

て軽視できないものであるといえよう。このような観点から当場では底魚資源調査の一環とし

て,昭和46年度から,この資源について調査を続け,本年度までに一応の成果をおさめたの

で）その概要を報告する。

６

.Ⅱ伊豆諸島におけるアオダイ漁業

〆

０
上述のよ゛うにアオダイは，伊豆諸島での底魚漁業の主要対象魚種であるか，この漁業の概況

ｔ↓-↓

は次のとおりである。

1．漁具，漁法

当業は，ぼとんどの場合，１～１５トンの小型船で操業され，乗組員数は，１～１０人で
.－ｉ’､－－－゜

ある。漁具は縦縄2)て；釣針はハマダイ等の底魚類を対象とするものよりやや,｣､さく，それ

に対して釣針数はいくらか多い。餌はイカ，サンマ，クサヤモロを用いる。漁法の概要をみ

ると，船首を風上に向け潮上より漁具を投入し釣獲する。釣獲水深は，既報魁)のとおり，

１２０～１５０ｍである。この範囲は，本魚種について既知の乗直分布範囲（８０～２００ｍ）

の中間に相当する。これら漁具漁法は，近年，魚群探知機の開発あるいは漁具資材の変化が

あったとしても，それ以外には，昔からほとんど変っていない。

,▲

▲

2．漁場

東京都水試･)’7）および民間当業船の記録によれば，小笠原諸島近海においても釣獲され

たことがあるが，その分布状況については，まだ不明な点か多い。

東京都海面において，主としてアオダイが水場される海域}主三宅島近海，黒瀬，八丈島

近海，青ヶ島近海である。

5．漁祝

－２－



東京都海面におけるアオダイ水is高'０)I虫昭和５１年に４５０トンのピークがあり，

後昭和５４年から昭和５９年にかけて１８，トン前後の安定した漁獲が護られたが，
1.

-以後不振力統き，漁獲の後動力藷しい゜
ｊｉ２鰈・ｗ＿…－－０国一、－．Ｌ‐」＿印Fｑ

その

ｒ－４ｃｑｐ

'それ

黒瀬漁場における水深２．００

ｍ届の水温と漁溢量の関係2)＝
．’片,＝.、，．

_6･･.-＝---‐←~｜

を調べると１５℃以止め水i:iシい"：
９６Ｆい_ﾛ■｡』_

で多獲ざifしる傾向が潔られ≦ろ、

こと，また盛漁期である，９
．．．．；‐！

１０．１１月に冷水域におおわ

平均

Ｉ
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ｆ
・
■

水
場
高
高

れた年は不漁であることから

伊豆諸島海域では黒潮前線以

南において好漁場が形成され

るものと推測できる。

なお，４５年１２月下旬か

ら，４６年５月にかげて八丈

島周辺漁場と黒瀬漁場におい

てアオダイの姥死魚が浮いた。

この時の海況図`)は’２月下旬
ｒ＿

から５月下旬にかけて伊豆諸

島南部喬域は２００加層水温
=＃.~もり、

１２℃のii令卜水域'ておおわれ，

黒潮は八丈島以南を流去して

◆

１
－
－
’

図－２束京都におけるアオダイ水揚高ム
ー

↓
いた。

Ⅲアオダイ資源調査

１．年令形質

年令形質を知るため，鱗，耳石，脊椎骨，主鰐蓋骨について輪紋の出現状況，説取りの難

易性，相似性，対応性，について調査の結果，脊椎骨が最も適しており，それに次いで有効

性がみられるのは鱗であり，耳石と主蝿蓋骨は不適当であった。

－５－
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1）脊,椎骨，ⅦＪ…ｉ

同一個体内における輪紋の相対位置には差異がなく，個体間における各輪紋は対応して

いる。各輪紋（図５）'鴎明確に分離できかつ輪紋形成にあってはⅨ周期性があることか

ら，輪紋は，年令の標示をしているといえる。なお年令形質として脊椎骨を用いるにあた

っては，推体半径が比較的大きく，しかもその値の変異が少ないとみられる第１０～１４

骨の後部内側銀使用するのが最も適しているようである。＿

あとで述べるように（Ｐ､５）輪紋は，

年１回７月に形成されることから，アオ

ダイの年令は，脊椎骨惟体の輪紋数と一

致するものと推定できる。
｡

＊前年度までの報告書で（惟体）後半と

呼んだものと一致する。

⑪

図－５ 骨の測宗価

Ｖｐｌ～５，中心から輪紋１～５までの距離；

Ｖｐ，中心から縁辺までの距離（推体半径）

2）鱗Ｐ：汗

…「鱗長と尾叉長との間に，一次の回帰がみられるものの同一個体内における輪紋の相対位

耐薗には若干の変異がみられた。しかし４輪標示魚までの各輪紋は個体.間において対応して

おり各輪紋催分離できた。従って年令形質として使用できる可能性はある。しかし一方で

Ｉお隆起線は密に存在して輪紋の判定か非常に困難であること，個体が老令化し，鱗か大Ｉ

型化するにつれて焦点が不明確になることから，総合的にみると，年令形質としての信頼

）性は脊椎骨の場合よりもかなり薄いといわなければならない。

5）耳石

新鮮な個体から採取した耳石の一部に輪紋を観察することのできたものもあり，尾又長

との間に一次回帰も認められたか，輪紋判定の困難な傾向か強く，一応年今形質としての

価値はないものと判断した。
-2｡[-゜-

４）主鰐蓋骨

成長休止帯と思われるものを観察することかできず，年令形質としての価値はないもの

といえる。

▲

ザ
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２．年今と成長
↑､,;,.↓,...↓

１）推体後半半径と尾叉長との関係
.－．１－

尾叉長範囲１６８～４Q6cl7zの５５６個体について椎体半径（Ｖｐ）と尾叉長との関係を図

示すると図－４のとおりで次のような一次式であらわきれる。
．‘1811,,゜

ｊ
０

Ｌ
ｍ
５

く

Ｌ＝４．５４５Ｖｐ十７１５１８

Ｌ：尾叉長ｃｍ

ｖｐ：推体半径（図－５）”

４０

５０ひ

２０

ウ

１０

２４６８１０Ｖｐ（､､､）
'O１ｏ'

図－４椎体後半半径（Ｖｐ）ど尾又長('Ｌ）
との関係

2）輪紋の形成時期

輪紋の形成時期を推定するため各個体の縁辺成長率を求めた。月ごとの緑辺成長率を図

示すると図－５となる。す

なわち輪紋は，年１回形成
０．８ｐ

←

され，形成時期は６～８月，

とくに７月を中心とするも

のとみられる。

0.6

《

0４

０２

■■■■■
１２５４５６７８９１０１１１２月

図－５脊椎骨の縁辺成長率
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5）年令と尾叉長との関係

輪紋形成時の計算
純瀞好

尾叉長を算出し，こ

尾８０れによってＷａｌｆｏ－

又
ｒｄの定差図を描く

長

と，各点はほぼ－直Ｌ、＋’

線上にのる（図－６)。
５o

このことは輪紋形成

が魚の成長によく対

応していることを意

味している。

そこで，Ｂｅｒｔａ－

Ｌａｎｆｆｙの成長方程

式を適合させると図

上に示された成長は

次式であらわされる。

い◎－８５

ザ

戸

心

５０８０
尾叉長ＬｎｍＹ

図－６計算尾叉長より描いたＷａｌｆｏｒｄの定差図

nＪ

:Ｌｔ＝８８５〔１－２ﾂｰ０．０７０１（ｔ十09172）〕
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成長曲線は図一７のようになる。
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図－７アオダイの成長曲線
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５．尾叉長と体重の関係

尾叉長と体重の関係（尾叉長範囲１９～６０cwz，４５４尾）は，両対数グラフ上では直線

に適合される。その関係式を

最小自乗法によって求めると

次式であらわされる。

(，）
Ｗ＝ｑＯ５４０１ｆ･８５４７

Ｗ：体重９

Ｌ：尾叉長cWz

〃

4．産卵期と生物学的最小形

年今別に雄の生殖腺係数ＫＧ

（ＷＰ／Ｌ３ｘｌｏ３，ＷＧ：生

殖腺重量）を求めその月別変

化をみると図－９のとおりと

なる。この場合，ろ今以下の

魚と４今以上のものとの違い

が注目される（図－９破線）。

５令魚以下の個体では,ＫＧ

の値も,｣､さく月別変化はほと

んどみられないことからまず

産卵に加わらないであろう。

４令魚以上の個体についてみ

ると６月にＫＧは最も大きな値

を示し，また６月４令魚に熟

卵に近いものを観察できたこ

とから４令魚から産卵に加わ

りその産卵の時期は６月頃と

推定でき為。

屯

1.00,

~ｺﾞ8

200

●
→

|｜
，」
'’
一’

１０

］

尾叉長

図－８尾叉長と体重との関係
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Ｘ１０－３
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0.4
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j「

。
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図－９年令別（Ｉ～Ⅵ）生殖腺係数（縦軸）の月別変化，破線は

５令魚と４令魚との同係数の間に引かれている

5．標識放流

鰐からガスを抜きそ生させたアオダイを用いて標識放流を行なった。標識音BtdEと種類は，

図－１０のとおりである。標識はアンカータグ緑色を装着して，大根沖（図－１１）の地点
に放流した。放流に用いた個体および放流年月日ば表－２のとおりである。標識魚は現在ま
で再捕されていないため，その移動はまだ明らかにされていない。

なお，別に水槽で標識装着試験を本魚種について行なった結果，６ケ月で１尾，５ケ月で-D,』9J,

５尾’２ケ月で１尾が標識を．付けたままへい死，他の２尾は１０日以内に脱落した。このこ
とは上記方式の標識の装着が魚体に与える負担がそれほど大きくないことを意味しているよう

うに思われる。従って上記放流試験で標識魚か再捕されないのl主例えば標識の脱落などに
よるというよりむしろ標識個体数か少ないことによるものでないかと考えられる。

０

-－３－
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6．漁場別尾叉長組成

アオダイの主要漁場である，八丈島周辺漁場と黒瀬漁場で漁獲されたアオダイのうち昭和

４６年から昭和４８年にかけて測定し得た魚体の尾叉長組成は図－１２のとおりであった。

この結果によればいづれの年も両漁場間には明らかに尾叉長組成の違いがみられる。すなわ

ち，両漁場の場合とも組成にいくつかのモードを認めてよいようであるが，八丈島周辺のも

のでみられるモードは一般に黒瀬のものでみられるモードよりも小さい体長のところで現わ

れる傾向がある。

いつぼう過去２ケ年間にはみられなかったことであるが，４８年の黒瀬漁場において，尾

叉長２５cmにモート・を持つ小型魚か多く出現しているのか注目される。これは一つの卓越年

級群を現わすものであろう力；この年級群に対応するものの存在ば八丈島周辺では顕著でな

いというよりもむしろ認められない。

要するに,尾叉長組成にみられるこのような違いI鬼事実上地域性の違いを現わしている可

能性があり，このことは上記の卓越年級群の消長とともに伊豆諸島海域での本魚種の漁況

●

■

と密接な関係をもつことが期待されるので今後の興味ある課題である。

％ 八丈島周辺

４６．８～１１

Ｎ－１０６

図－１２アオダイの漁場別

叉長組成
2０

1０

■
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ス会性

胃内容物はほとんど動物性プランクトンで占められており，おもな出現種は，ヒカリポヤ，

クダクラゲ，サルパ類，オタマポヤ類，クラゲノミ類であった。甲殻類の幼生も数種捕食さ

れており，１９７１年７月１６日の６個体から(態メガロパが多量にみられた。これらはす

べて上層性プランクトン7)に属する。いつぽう底棲坐吻はみられなかったしこれらの結果か

ら本魚種の餌料.生物は主に浮遊生のものといえる。

要するに，この食性調査結果によれば，釣砿水深からみるかぎり８０～２００伽の間にあ

る本魚種の分布範囲は，上層性プランクトンについて知られるもの（１００～２００１１２）と

合致していることと，本魚種は生態上底生性よりも遊離性の強いことが推察される。

四
内

祖

8．伊豆諸島における底魚調査

はじめに言及したように本調査は伊豆諸島底魚調査の一義として実施きれたものである

が，本年度までにこの海域での主要魚類資源としてのメダイ，キンメダイなどがすでに調査

ずみである。アオダイを含めたこれらの魚種は生態的特徴について類似する点も多く，いつ

ぽうこれらの魚種は同海域で共通した形態，規模の（縦縄）漁業の対象となっている。この

ような観点から既往の調査を概括すると次のとおりである。

まずメダイ')であるが，冬期，薩南から伊豆諸島にかけての海域中にある産卵場でふ化し

たメダイ稚魚は，流れ藻に付ＩｌＭｉし，コペポー’，サジツタ等のプランクトンを餌料に成長し，

黒潮流路に沿って移動する。６月下旬から７月上旬にかけて表面水温の上昇とともに，豆南

海域あるいは東二lb，道東海域で底棲生活に移行する。底棲生活移行後の回遊について不明で

あるが，ヒカリポヤ，サルパ類等の大型プランクトンを|罫料として生後一年で５０～５５ｃｍ

程度までに成長する。生後２～５年で５０ｍ程度まで成長し，市場価値をもつようになる。

生後５～４年たって６OCW１以上に達し生物学的最小形となる。

キンメダイ27）については，８～１０月に相模湾口附近で，また，南の海域イナンベ漁場や

青ヶ島周辺漁場で７月～，月頃に産卵しふ化した稚魚は，黒潮本流や黒潮分枝流で北上し相

模湾内の漁場に達し成育する。成長するにつれて北部漁場から南部漁場へと長距離移動する。

餌料はメダイと同様エビ類，ハダカイワシ等を捕食し尾叉長５５cTz以上年今５，６才以上で

産卵する。

メダイ，キンメダイ，アオタ゛イの三魚種に共通していえることは，黒潮流路の消長が漁獲

に大きな影響を与えていること，食性がにていること等があげられる。また，キンメダイ，

ﾛｿ

■

Ⅳ
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アオダイとも生【初学的最小形に達すZbまでの年令か４～６才と比較的遅いので渡りすぎると
ｑ

資源の回復がおくれると考えられる。

表一５

定
允
質

査
い
形

令
用
今

年
に
年 食性成長式生物学的最小形産卵期魚種名

灘州5(05ﾆｵﾉﾀﾞⅧ｜鱗 Lt＝９２j〔１-’-0.21（ｔ+〔し9,8）〕１１～1Ijiメダイ

Lmt＝885〔１－.’o､0783(t+…2)〕 ﾌﾊ翌lプランクトン５５cｍ（４才）Ｉ脊椎骨６月アオダイ

重鑑
イワシＬｔ＝54.4〔１－２－０鯵…（ｔ_十・.p757）、ゲ５５CFL（５，６才）Ｉ鱗8～１０月キンメダイ

､；

今後の問題点としえば，共通には幼魚と資源補給との関連性，メダイ，アオダイについて

は，瀧卵場と資源補給機構の解明力繊きれている。

２要約

１）年令と成長

（１）年令査定の材料として，脊搬骨を用い，休止帯』よ年一回７月を中心として形成されおｃ

（２）椎体半径（ＶＰ）と尾叉長(Ｌ)との関係は次式で示される。

Ｌ＝４５４５ＶＰ＋ズ５１８

（３）尾叉長（]し）と体重(Ｗ)の関係は次式,乏示さ;#'しる。

Ｗ＝０．０５４０Ｌ2.85$！

;：(4),成長式は次式-口示さ＃'しる。．、`：，．～．，

ＩＪｔ＝８８３〔１三'-0.0,03（ｔ－憐'7魁）〕．佃：，:.｢１Ｊ､１．，，
２）産卵期と生物学的最小形 』ｉ

（１）アオダイ成魚Ｑ産卵期は６月力$盛期であると推定される。

（２）生物学的最小形は４令魚（計算尾叉長５５．０１ｃ１ＭＪのなかにあると思われる。

ろ）標識放流

（１）昭和4蕊８年度に延５回計６７尾の標識放流を行なった。

’(2)？現在まで再捕の報告はない。

４）食性

「

、

－１５－



(1)上層性の動物プランクトンが主体で底棲生物はみられなかった。

１０．残された問題点

アオダイについては昭和４６年度からの調査により，年令，成長等に関する知見は得られ

たが，資源補給機構や移動については,￣いまだに多くの未解明な点を残している。

［今後は下記のような方針で調査を実施したい。

１）標識放流尾数の増加による移動の解明

２）人工受精によるアオダイ卵の初期発生と稚仔魚期の形態の解明

Ｕ
夕

伜

１１．主要参考文献

１）東京都水産試験場：調査研究要報ｊＵｉｌＯＯ昭和４８年

２）〃：〃〃P５昭和４７年

５）〃〃．〃７９昭和４５年

４）〃：〃〃７２昭和４４年

５）〃〃〃６１昭和４２年

６）久保伊津男，吉原友吉：水産資源学改訂版共立出版（１９６９）

７）小久保清治へ：浮遊生物学実験法恒性社厚生閣（１９５７）

８）〃：浮遊生物分類学恒生社厚生閣（１１５９）

９）山路勇：日本プランクトン図鑑保育社（１９５９）

１０）北隆館：新日本動物図鑑（中）（１９６５）、

１１）〃：原色動物大図鑑Ⅲ（１９６０J
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１４）岩波生物学辞典：岩波書店（１９６０）

１５）松原喜代松：魚類の形態と検索ＩＩｍ石崎書店（１９５５）．

１６）東京都：東京都中央卸売市場年報水産物編（１９５９～1Ｐ712）吟

１７）東京都水産試験場：′｣､笠原の水産妬５昭和４５年２月ＷＰ

１８）三谷文夫：ブリの漁業生物学的研究、近畿大学農学,部紀要仏

第一号８１L～５００（ｊ９６５Ｏ）

１９）東京都：東京都の水産（１９４９～１９７１）
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20〕佐藤栄加賀吉栄：マイワンの辱冷に関する研究(第２報）

北海道水産研究報告(3)４５～5２（１１５?,i）；～

21）近藤恵一子黒田－紀：サバ属魚類の成長Ｉ東海区水産研究所報告一
上ｏＬ●

第４５号５９～６０（１９６６）

22）真道重明：東海におけＺ､レンコダイ資源の研究

一西海区水産研究報告第２０号（１１６口）」.や
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25）岸根卓郎：理論応用統計学養賢堂（１９６９）

24）高橋晄正：医学生物学のための推計学東京大学出版会（１９７０）

25）Ｒ･ルフイシヤー：研究者のための統計的方法（遠藤健児他訳）森北出版
．（味バー

26）海上j呆安庁：水路部海洋速報（昭和４５年１２月～４６年５月），
．-口-勺一,１－．､2-
0-､'一－％'､.’A-b

27）静岡県水産試験場

伊東分場ニキンメダイ資源調査研究報告書ｈ昭和+４６年５月
８，, ．』－ザ．|､．，

28）神奈１１|県水]ii三試験場二底魚資源調査研究報告書昭和４７年３月ｗ／′；
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29）〃：〃昭和４６年５月鶏

役

●

Ⅳ年度別調査研究実施項目と担当者
hO1｢

実施
年度

考傭担当者調査実施項目

指導および助言

東京水産大学助教授

高木和徳

東京都水産試験場

大島分場

分場長塩屋照雄（総括）

主任研究員仲村正二郎（とりまとめ

調査研究全般）

技師斉藤実（調査研究）

〃 上田達郎（”）

八丈分場

技師中山恒輔（〃）

東京水産大学学生桜井守

（年令形質担当）

1．伊豆諸島におけるアオダ

イ漁業

２尾叉長と体重の関係

３．年今形質

Ｉ

１ 昭
和
“
年
度
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指導および助言

東京水産大学助教授

’高木和徳

東京都水産試験場
.－刀

八文分場

分場長籍藤茂(総括）
分場長仲村正二郎（総括）

主事中山恒輔（とりまとめ

調査研究全般）

主事三木､誠（調査研究）

〃斉藤鉄也（〃）

]蕊Lini
指導および助言

東京水産大学教授

高木和徳

東京都水産試験場

八丈分場

分場長仲村正二郎（総括）

主任研究員中山恒輔（調査研究）

主事斉藤鉄也（調査研究

とりまとめ）

主事浅井ミノル（調査研究）

１．輪紋の形成時期について

（補遺）

2．産卵期（補遺）

5．標識放流’

4．アオダイの漁場別尾叉長

組成

↑

昭
和
妃
年
度

す

0-彌安.．..･0.11.罰１１
゜‐．Ｐメ'`・５，１．

※昭和４７年１２月の異動により奥多摩分場長となる。
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